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4年間の熱量が、
未来のエネルギーになる。
大学で過ごす4年間は、未来を切り拓くための大切な時間。
キャンパスには、自由に学び、体験できる世界が広がり、
多様な価値観をもつ大切な仲間との出会いが待っています。
早稲田大学にある多くの成長の場所で、自分の好きなこと、熱中できることに挑戦しましょう。
その挑戦の中で、自ら考え、行動することにより「自分らしい人生を切り拓く力」が身につきます。
さあ、あなたらしい4年間の第一歩を踏み出しましょう。

2



未来への第一歩はキャンパスから
「やってみたい！」 こと、始めよう
早稲田大学のキャンパスにはあなたのみらい設計に役立つ成長の場所が広がっています。
まずは「やってみたい！」ことから始めましょう。

学びを深めたい
大学での学びは自ら主体的に取り
組むもの。早稲田では学び方も多種
多様です。学ぶ力を身につけたい、
学びの幅をさらに広げたい、体験を
通じて学びたい――。あなたの知的
好奇心を刺激するプログラムを見つ
け、自由に挑戦してみましょう！

P10

社会と関わりたい
社会と関わることは、あなたの視野
を広げ、新たな可能性に気づく絶好
の機会です。早稲田では、実際の現
場で学べるボランティア活動やイン
ターンシップはもちろん、大学運営に
参画できるプログラムも充実。積極
的に社会へ踏み出しましょう！

P14

世界を知りたい
グローバル化の進む早稲田には、あ
なたが世界を知るチャンスが広がっ
ています。世界各地への留学プログ
ラムをはじめ、キャンパス内でも気軽
に異文化交流を体験できます。多様
な価値観や文化を肌で感じ、未知な
る世界に触れてみましょう！

P12

仲間をつくりたい
学生生活をより豊かなものにしてく
れるのが、本音で語り合える仲間で
す。早稲田で出会う大切な仲間たち
は、あなたにとって一生の宝になる
ことでしょう。部活動やサークル活
動から多彩なプログラムまで、思い
切って飛び込んでみましょう！

P16
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人間力

理論と実践のスパイラル

正課活動
学部の科目、全学共通副専攻、
全学オープン科目、海外留学
プログラム、プロフェッショ
ナルズ・ワークショップなど

課外活動

個性・特徴・特性・知力など

仲間との関わり
多様な価値観をもつ
仲間との関わりを通し、 
刺激を与え合い成長し合
いながら、視野を広げる

体験の
振り返り
体験を振り返り
言語化する

社会との関わり
自身の活動が社会と

どのように関係するのか、
社会にどう貢献

できるのか、を考える

自分らしさを
伸ばす

自身の強みとする力を選び取り、
社会との関係を踏まえて、
自分らしい生き方を見出す

自分らしい人生を切り拓く力

サークル・部活動、ボランティ
ア活動、国際交流活動、インタ
ーンシップなど
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正課で学ぶ知識・理論を踏まえ、「成長の場所」で積極的に体験しましょう。そしてその
体験が自分にどんな意味があるのか、社会とどのように関わっているのか考えましょう。 
それらを繰り返すことにより、自分らしい人生を切り拓く力＝｢人間力｣が身につきます。

早稲田大学にある
「成長の場所」での体験により 

自分らしい人生を
切り拓く力を身につける
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NGO創業者

卒業生インタビュー

「熱中した時間｣が今につながっている 

途上国での教育支援に奮闘。
チャレンジ精神が深く根づく
早稲田の文化が支えに。  

　1年生のとき、ビジネスを通じて社会問題の解決を図る「社会起業家」という
存在を知りました。影響を受けて友人たちと考えたのが、私の地元の足立区で
子どもたちを対象に無料の学習塾を開くことでした。実現に向けて区に働きか
けるなど試行錯誤したのですが、相手を納得させられる企画を出すことができ
ず、構想の段階で失敗に終わってしまいました。気落ちしましたが、「まだこれで
終わりじゃない」と仲間と励まし合い、のちに今の活動の起点であるグラミン銀
行でのインターンにつながりました。
　バングラディシュのグラミン銀行は貧困層を対象に融資を行う銀行で、書籍
を読んで興味を持ち、2年生の夏休みに友人たちと現地を訪れました。インター
ンとして働くなかで、グラミン銀行と組んで本格的なプロジェクトに挑戦したい
という思いが強くなり、2年後期から早稲田を休学。復学までの2年半にわた
り現地で活動し、貧しい農村の子どもたちに映像授業を通して教育支援を行う

「e-Education」の事業をスタートさせたのです。
　事業を始めてからも、停電でパソコンが使えないなどの問題続きでした。それ
でもあきらめずに続けられたのは、今まで誰も試したことのないこの教育モデル
が村に何か変化を起こせるのではないかという、根拠のない自信があったからで
す。生徒のモチベーションを高めるため、オープンキャンパスをヒントに、志望大
学の見学ツアーを組んだこともありました。挑戦を始めた年に国内最高峰のダッ
カ大学への合格者が生まれ、事業の大きな弾みになりました。
　新しいチャレンジに対し、それが多少無謀なものでも、受け入れ応援してくれ
る文化が早稲田にはあり、それが前に進む力になってきたと感じます。会えてよ
かったと思える仲間や先生を一人でも見つけることができれば、それだけで価値
のある4年間と言えるのではないでしょうか。好奇心や感受性のアンテナを解き
放ち、少しでも反応したものにためらわず飛び込んでみてください。

国際教育支援NGO「e-Education」創業者　

税所 篤快さん　 Saisho Atsuyoshi      
2014年 教育学部卒業

インターンシップを通して、働くことや仕事に対する漠然としたイメージを具体的なも
のにすることができます。早稲田では、キャリアセンターが実施する「公認プログラム
WIN」や、行政機関・企業との「提携プログラム」なども充実しています。

早稲田　インターン

Pick Up

早稲田在学中の2009年にバングラディシュに渡り、貧困地域の子どもたちに映像授業を行う「e-Educationプロジェクト」を立
ち上げた税所篤快さん。数々の困難やトラブルに直面しても、あきらめずに活動に打ち込めた原動力として、挑戦を温かく応援
してくれる早稲田の風土や、仲間たちの存在があったといいます。

6



活動と並行して大学院で勉強
国内の課題解決に取り組む目標も  

面白そうだと思ったことは必ずやってみる、面白そうだと思った人には必ず会い
に行く、という姿勢を今も大切にしています。そこからどんどん新しい展開につ
ながっていく可能性があることを経験から学んできたからです。創業の地であ
るバングラディシュを皮切りに、中東やアフリカ、アジアなどチャレンジする国を
増やし、現在7カ国で「e-Education」の活動を展開中です。また私個人として
は、新しい国や地域の開拓に取り組みながら、並行してロンドン大学教育研究
所の修士課程で途上国の教育について研究をしています。将来的には、これま
でのプロジェクトの経験や大学院での研究成果などを活かし、日本国内の子ど
もの貧困や教育格差などの課題解決にも取り組んでいきたいと考えています。

途上国での教育支援に奮闘。
チャレンジ精神が深く根づく
早稲田の文化が支えに。  

国際教育支援NGO「e-Education」創業者　

税所 篤快さん　 Saisho Atsuyoshi      
2014年 教育学部卒業

税所さんのキャンパスライフ 

小さな成功体験を重ねながら
身につけた「人を巻き込む力」 

私自身は決して何でもできるリーダーというタイプではなく、「どんな人を巻き込
めばものごとは動くのか」を、実践を通して学べたのが大学時代だったと感じて
います。授業での学びが活動へのインスピレーションになることもあり、ハンガ
リーのロマ族について学んだのを機に、現地でプロジェクトを立ち上げたことも
ありました。活動を継続していく上でのメンターになってくださる先生も早稲
田に何人かいらっしゃって、これまでも何か悩むことやうまくいかないことがある
と、早稲田に戻ってパワーを補い、また外に飛び出していくことを繰り返してきま
した。小さな成功体験を一つひとつ積み重ねるなかで、浮かんだアイデアを実
行に移すことや、会いたい人に会いにいくことが、習慣として体にしみついた気が
します。

早稲田での｢熱中｣

現在の仕事

「21世紀日本の構想（大隈塾）」をは
じめとする全学オープン科目の履修を
通して、関心の分野が似た友人たち

に出会い、その後の活動に一緒
に取り組む仲間ができま

した。

オープン科目で
仲間に出会う

2年生のときにグラミン銀行のこと
を本で知り、著者の秋田大学の先生
を訪ねました。 先 生から現 地を

実際に見てくることをすすめら
れ、インターンに挑戦す

ることに。

感銘を受けた
本の著者を訪問

バングラディシュでの映像事業の実
施に向けて、現地の予備校の先生たち
にDVDへの出演を依頼。さらに早

稲田の学生のネットワークを駆
使し、中古パソコンを集

めました。

現地の先生に
出演を直接交渉

早稲田に復学した2011年に1冊目の
著書「前へ！前へ！前へ！」（木楽舎）
が出版され、読んで共感してくれた

早稲田の同級生や後輩が次々
に仲間に加わってくれま

した。

本の出版を機に
仲間の輪が拡大
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卒業生インタビュー

国連人道問題調整事務所（OCHA）神戸事務所長を務める渡部正樹さん。国際協力の仕事を志したきっかけ、中でも人道支援
に関心を寄せたきっかけは、すべて学生時代にあったそうです。国連職員として働く今、やりがいや大切にしていること、そして
自身の中に息づく早稲田での経験を語っていただきました。

問われるのは、自分で切り拓く力

国際機関

アメリカへの交換留学や
難民キャンプでのボランティア活動が
進む方向を決める足がかりに

　国際協力の分野に特に関心を持ち始めたのは、早稲田からジョージタウン大学に交
換留学をした3年生のときです。当初はアメリカの外交政策に興味がありましたが、多
様なバックグラウンドを持った学生と学ぶなかで、欧米人ではない自分を強く意識する
ようになり、貧困や民族紛争などのグローバル・イシューへと関心が移っていきました。
学生時代のもう一つの大きな経験は、あるNGOのボランティアとしてクロアチアのボス
ニア難民キャンプで活動したことです。紛争によって人生を翻弄され難民と呼ばれるこ
ととなった人たちも、それぞれが家族や友人を大切にしながら懸命に生きる、私たちと
何も変わらない普通の人々なのだという実感を得ました。そこから人道支援に何らかの
形で関わり続けたいという人生の目標も生まれました。
　卒業後は、政府開発援助（ODA）を実施する海外経済協力基金（現在の国際協力機
構／JICA）に入りました。発展途上国が直面する課題の解決に少しでも力になりたい
という思いで仕事に打ち込みましたが、特に印象深いのは対中協力です。新人時代、そ
して後には北京駐在員として中国内陸部を駆け巡り、現地の方 と々一緒に農業開発な
どのプロジェクトを進めました。こうした経験を通じて、受益者や協力相手の立場に立っ
て考えることの重要性を学び、今につながる財産になりました。やがて、自分が大切に思
うことを中心にしてさらに専門性を高め、プロフェッショナルとして成長していきたいと
いう気持ちが強まり、イギリスの大学院に進んだ後、国連に応募しました。国連職員と
なった今、国連憲章にあるように、平和、開発、人権といった人類の普遍的な価値を道し
るべとして全力を傾けられることにやりがいを感じます。多文化の職場ならではの苦労
や発展途上国の厳しい勤務地も少なくありませんが、職員一人ひとりがそれぞれ自分に
あったキャリアを一歩ずつ築いていける環境が私には合っていると感じます。
　大学時代は、ぜひ積極的に「現場」体験を積み、グローバル時代を生き抜く上で最も
大切な「自分で切り拓く力」を磨いてください。日本は今、子どもの貧困やジェンダー格
差、更なる災害対策の必要性やエネルギー問題などに直面していますが、これらは同時
に地球規模の課題でもあります。そんな世界へと通じる「現場」は身近なところにもきっ
と見つかるはずです。

国連人道問題調整事務所（OCHA）神戸事務所長　

渡部 正樹さん　 Watabe Masaki

1997年 政治経済学部卒業

長期・中期・短期の海外留学プログラムが早稲田には充実し、400を超える海外の協定
大学から、語学力や目的に応じて留学先を選択することができます。1年にわたる長期
留学でも、留学先の単位認定により、多くの学部で4年間での卒業が可能です。

早稲田　留学

Pick Up
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渡部さんのキャンパスライフ 

原体験として心に刻まれた
難民キャンプでの交流 

クロアチアのボスニア難民キャンプで過ごした1カ月は、その後の人生に大きな
影響を与えた原体験と言えます。それまで、ボスニアについて勉強したり、民族
紛争をテーマに卒論を書いたりと、アカデミックな観点から紛争や難民について
考える機会はありました。しかし、実際に難民キャンプを訪れ、人々から直接話
を聞くなかで、「難民になるということはどういうことか」を初めて実感することが
出来ました。私に出来たのは、子どもたちと遊んだり、お年寄りの聞き役になっ
たりする位でしたが、そこには何の利害関係もない、同じ人間同士の触れ合いが
ありました。まさに、学生時代だからこそ得られた貴重な経験だと今でも思って
います。

早稲田での｢熱中｣

現在の仕事

入学当初から留学を目指し、その準備
も兼ねて早稲田大学英語部（WESA）
で活動しました。語学力だけでなく、

論理的な思考力やプレゼンスキ
ルなど幅広い力が鍛えら

れました。

多様なスキルを
英語部で獲得

事前に大量の文献を読まされ、教室で
のディベート準備や課題論文の提出、
そして試験に追われる必死の毎日。

でも振り返れば、そんな体験が
自分を大きく成長させてく

れました。

留学で味わった
苦労が成長の糧に

日本の新聞社でインターンシップを経
験。国際報道の現場を垣間見ること
が出来ました。伝える役割より問題
解決に直接携わる方が自分には合っ

ているかもしれないとも 
感じました。

留学先で
インターンに挑戦

当時は旧ユーゴスラビア紛争やルワン
ダで虐殺が起こった時代。民族紛争の
メカニズムをテーマに、ゼミの先生と

も相談の上で、総仕上げとなる
卒業論文を英語で書き上

げました。

紛争をテーマに
英語で卒論を制作

調整力や発信力を駆使し
リーダーシップを発揮  

国連人道問題調整事務所（OCHA）の役割は、紛争下や災害時における国際
支援の現場で、政府や国連機関、赤十字、NGO、民間団体などの活動に重複や
ギャップが生じないよう調整し、共通課題の解決に向けてリーダーシップを発揮
することです。また、私が現在勤めている神戸事務所は、OCHAの日本における
スポークスパーソンの役割も担っています。業務に求められるのは、多様な関
係者を巻き込んでいく力や、簡潔かつ論理的にレポートをまとめる力、そしてメ
ディア等に向けて分かりやすくメッセージを伝える力などで、期せずして英語部
で磨いたスキルがとても役立っています。国籍を超えて世界のために働ける一
方、日本で生まれ育ったことで身についた、きちっと期日を守り緻密に作業を進
める、あるいは最後まで粘り強くやり遂げるといった力も、国連のような職場では
とても評価されると実感しています。
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・ Tutorial English
・  Critical Reading   

 and Writing
・  Cross-Cultural 

 Distance Learning

・ 数学基礎シリーズ
・ 学術的文章の作成
・ 統計リテラシー
・ 情報科学の基礎

おもな
科目

Design Your Future

大学での学びは自ら主体的に取り組むもの。早稲田では学び方も多種多様です。

学ぶ力を身につけたい、学びの幅をさらに広げたい、体験を通じて学びたい――。
あなたの知的好奇心を刺激するプログラムを見つけ、自由に挑戦してみましょう！

 「やってみたい！」こと、

始めよう学びを深めたい
to deepen the study

専攻分野をはじめ、大学での学びをより深めるための基礎力を身につける科目群で
す。全学オープン科目として、論文やレポート提出に求められる技能とともに文章作
成の思考を鍛える「アカデミックライティング」、数学的な論理的思考力を養う「数
学」、文理問わず学問研究に必要な統計手法を学ぶ「統計」、コンピュータや情報の
活用能力を高める「情報」、読む・書く・話す・聞くといった4技能に加えて英語での
思考力や英語で協働する力の獲得を目指す「英語」の5分野が用意されています。

早稲田 GEC アカデミックリテラシー

WASEDA式アカデミックリテラシー
あらゆる学問の礎となる5分野

自分の専攻分野に関わらず、興味・関心の高いテーマを追求できる制
度。｢グローバル・リーダーシップ学｣など時代や社会の変化に即した
幅広い領域から29の副専攻を提供しています。いずれの専攻も早稲
田ならではの叡智を結集し、学問のおもしろさを体感できるものばか
り。専攻分野の学びを深めるため、応用領域を学ぶため、あるいは第
二の強みをつくるべく新たな分野に挑戦するためなど、活用法はさま
ざまです。各専攻にはコア科目と選択科目が指定され、必要な単位を
修得して申請すれば卒業時に修了証明書が発行されます。

早稲田 GEC 副専攻

全学共通副専攻
第二の専攻分野を究める

早稲田では全国の大学と単位互換を行っています。「f-Campus」とい
う単位互換制度を結んでいる学習院大学、学習院女子大学、日本女
子大学、立教大学などの近隣の大学であれば、同じ日に早稲田と他大
学双方の授業を受けることも可能です。遠方の大学では、夏休みなど
を利用した集中講義を開講。また、同志社大学とは１年間または半年
間の国内交換留学を実施し、毎年10名ほどの早大生が参加していま
す。各大学の特長を生かした専門分野に触れることで、学びの幅が広
がるでしょう。

早稲田　国内交換留学

他大学提供科目 /学部学生交流制度（国内交換留学）
学びの幅が広がる他大学の授業

論文やレポートなどの書き方について、アカデミックライティングの専
門知識を持つ大学院生のチューターによる1回45分の個別指導。日
英両言語の文章作成に対応しています。指導の際に重視するのは「書
いている途中の思考過程」。文章の作成過程で助言を得ることで、文
章力は飛躍的に向上します。完成稿の見直しや、まだ書き始めていな
い構想の段階でも、相談することが可能です。書き手の成長に主眼を
おいた丁寧な個別指導で、アカデミックな文章を作成する力を高めま
しょう。

ライティングセンター

アカデミックライティング個別指導
学術的文章の作成をサポート

「論理的思考力」「問題解決能力」「コミュニケーション能力」と
いった社会で必要とされる力を養うためのプログラム。講義だけ
でなく、グループごとのワークショップ、ディスカッション、プレ
ゼンテーションなどさまざまなスタイルを取り入れ、卒業後に社
会で役立つ実践的な講座が豊富に用意されています。問題解決や
ロジカルシンキング、ロジカルライティングの技法を学ぶ講座の
ほか、グローバル社会で活躍するために知っておきたい、日本古来
の文化を学ぶ教養講座にも注目です。

マイビジョンプログラム

My Vision Program
社会で役立つ実践力を強化
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留学を検討している学生や留学が決まっている学生を対象に、充実
した留学生活を送るための、さまざまなプログラムを実施しています。
TOEFLのスピーキングとライティングの演習を中心に行うTOEFL 
iBT 対策講座（通学／オンデマンド）、IELTS講座、国内で留学の体験
ができる一日集中講座、エッセイや討論の方法など現地の大学で生か
せるアカデミックスキルに特化したアカデミック英語講座など、各々の
課題や目的に応じて選ぶことができます。また英語以外の語学能力検
定試験対策講座もご用意しています。

早稲田　留学準備

留学準備講座
充実した留学生活のために

生涯学習機関として社会人にも門戸を開いているエクステンションセ
ンターでは、資格取得や将来の進路選択に役立つさまざまな講座を
用意しています。TOEIC対策やボランティア活動に役立つ外国語など
の語学講座、行政書士など基礎からじっくり学ぶことができる資格試
験対策講座、早稲田大学生のみを対象とした学習初期から総仕上げ
までをカバーする公務員試験対策講座なども開講。授業や課外活動
と両立しやすいプログラムを提供しています。

早稲田　エクステンションセンター　学生

エクステンションセンター学生支援講座
進路選択に役立つ講座が充実

ICCの異文化交流活動において、中心的な存在として活躍するのが
「学生スタッフリーダー」です。現役学生ならではの視点と発想を生
かして、早大生のニーズに合った異文化交流イベントを企画立案。多
くの関係者をまとめるリーダーとして、さまざまな活動に取り組みま
す。さらに、ICCの広報活動や運営業務などを幅広く担当するほか、海
外の大学との意見・情報交換を通じて異文化知見を高める機会も。
社会で役立つ貴重な経験を積むことができます。

ICC　学生スタッフリーダー

ICC学生スタッフリーダー（SSL）
異文化交流活動の牽引役

情報収集と学びの場として学生生活に欠かせない図書館をより活用
しやすくするため、学生目線でサービスの向上に取り組むボランティア
スタッフが「LIVS」です。これまでに実施した企画には、図書館探索
イベント「脱出ゲーム」、文献検索ワークショップ「レポートマスター」
など趣向を凝らしたものが多数。活動を通じて、図書館利用や資料
探索について自らもより深く学べるだけでなく、図書館職員との協働に
よって、タスク管理やプレゼンテーション技法など、社会で役立つ力も
身につきます。

りぶろぐ

図書館ボランティアスタッフ LIVS
活用しやすい図書館を目指して

競技スポーツセンターでは、体育各部に所属する全ての部員を対象
に、高いレベルでの文武両道を体現する真の学生アスリートとして
成長できる環境を整えています。オリジナルテキストによるオンデマ
ンド講義の配信や講演会の開催を通じて、学生アスリートとしての心
構えや必要な知識を学ぶ「アスリートとしての教養プログラム」のほ
か、「ボランティア・地域貢献プログラム」などを提供。学業と部活動
を両立し、社会性と豊かな人間性を備えた人格形成を目指します。

早稲田アスリートプログラム　競技スポーツセンター

早稲田アスリートプログラム（WAP）
文武両道の学生アスリートへ

WAVOC　全学オープン科目

「自分の思考を言語化し、他者に伝える力」を養う少人数制の参加型講座
です。ボランティア、インターンシップ、留学など、学生生活のなかで得た自
らの体験について、体験そのものではなく、体験を通じて考えたことに焦点
をあてて振り返り、自らの言葉にして発表します。自分が感じたことの背景
にはどういう社会課題があるのか、それらを深めることが、自己の問題意識
や価値観の形成につながります。

「体験の言語化」シリーズ科目
自らの体験を言葉で表現

自分の感じたことに素直に向き合うのは難しいことです。
でもそれをそのままにしておくのではなく「なんで」「どう
して」と自分に問いかけ「言語化」する大切さを知りまし
た。ネットや常識だけから判断するのではなく自分自身と
真剣に向き合うことで自分の大切にしていきたい価値観、
生き方を再確認できました。他の受講生とのディスカッ
ションも多く、向き合うほど自分に返ってくる授業です。

人間科学部　４年

金澤 優希さん

「言語化」の大切
さを知りました

早稲田　ものづくり工房

ホンモノの発想力や実践力を身につけるには、試行錯誤を繰り返し、アイ
デアを実現する「ものづくり」の経験が有効です。充実した機器装置と
広い作業スペースを備え、気軽に相談できる技術スタッフが常駐する「も
のづくり工房」は、『小さなやってみたい』から『本格的なものづくり』ま
で、自分の手でものづくりに挑戦できる環境です。学部の垣根を越えて
学生たちが集い、多様な視点に触れられるのも魅力のひとつ。自らのア
イデアをカタチに転換するプロセスを体験してみましょう。

ものづくり体験
アイデアをカタチに転換する
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グローバル化の進む早稲田には、あなたが世界を知るチャンスが広がっています。

世界各地への留学プログラムをはじめ、キャンパス内でも気軽に異文化交流を体験できます。
多様な価値観や文化を肌で感じ、未知なる世界に触れてみましょう！

 「やってみたい！」こと、

始めよう世界を知りたい
to know the world

・ Double Degree Programs 
・ Exchange Programs   Regular Academic Programs / Language Focused Programs
・ Customized Study Programs   Regular Academic Programs / Language Focused Programs

プログラム
の種類

400を超える海外の協定大学から留学先を選び、半年から１年間にわたり海
外で学ぶことができます。出発１年前に学内選考で留学先が決定し、その後、
準備を進めて渡航します。その種類は、交換留学生として留学先の大学の通
常科目を履修できるもの、語学プログラムの受講から始まって、徐々に通常カ
リキュラムにシフトしていくもの、留学先大学の学位を取得できるものなど、
バラエティ豊か。長期間の海外生活を通じて異文化を肌で感じ、グローバ
ル社会を生き抜く確固たる力を養います。

早稲田　留学

海外留学プログラム（長期）
多様な価値観に出会うチャンス

私が留学を経て一番変わったと感じるのは、「行動力
が増した」ことです。留学中は日本にいた時より、自分か
ら働きかける必要がありました。そこで留学先では失敗を
恐れず、とにかく積極的に行動することを心がけました。そして帰
国後は、以前よりも新しいことを次 と々始められるようになり、留学での経
験が活きているな、と実感しています。

文化構想学部　5年　島村 裕矢さん

海外の協定大学やその附属語学機関で夏・春休み期間中に学べる
1 ～７週間の短期留学プログラム。短期間のため参加しやすく、語
学研修や文化体験をメインに、現地企業へのインターンシップ、アカデ
ミックな専門学習、フィールドワークなどの体験型学習など、多彩な学
び方が用意されているのが特長のひとつ。理工系、英語教授法、新入
生向けなど、分野や対象を絞ったプログラムも充実しています。短期
間ながら、自分に合った方法で効果的に異文化体験を得ることができ
ます。

早稲田　留学

海外留学プログラム（短期）
海外で多彩な学びを体験

英語はもちろん、20を超える多彩な言語を学ぶことができます。日本
では学ぶ機会の少ない言語科目も数多く開講し、外国語大学にも匹
敵する充実したラインナップが魅力です。ほとんどの言語が入門から
スタートし、段階的に学ぶことが可能。特に中国語は、レベル別に少
人数で学ぶ「チュートリアル中国語」も開講しています。また、言語だ
けでなく、その言語圏の文化や歴史を同時に学ぶことで、より深い理
解が得られることも特長のひとつです。

早稲田　GEC

外国語科目
20を超える多彩な言語科目

母語の異なる学生がペアあるいは3人のグループとなり、お互いの国
の言語や文化を教え合う相互学習プログラムです。パートナーとなる
学生は、語学力や年齢などを考慮してICCがマッチング。その後はパー
トナー同士でスケジュールを合わせ、交流を深めます。「教える」時間と

「教えられる」時間が均等になるように調整し、考えや価値観を尊重
し合うのが基本的なマナー。言語だけでなく、背景となる文化につい
て生の声を聞くことができるのも魅力です。

早稲田　ICC

ランゲージ＆カルチャー・
エクスチェンジ・プログラム

母国の言語と文化を教え合う

留学を経て
行動力が

増しました

早稲田　ICC

中国や韓国と日本は、文化的・地理的な距離が近く、古くから交流が
あり、密な関係を築いてきました。一方で、領土・歴史などデリケート
な問題を多く抱えていることから、友好と摩擦が常に表裏一体となっ
ています。同じ早稲田で学ぶ日本、中国、韓国の学生が集まる2泊3日
のキャンプでは、アクティビティやディスカッションを通じて、お互いの
国や文化について普段感じていることをぶつけ合い、相互理解を深め
ます。ともに東アジアの未来を見つめ、思いきりホンネで語り合える絶
好の機会です。

ホンネ交流キャンプ
ホンネで語り合う先の相互理解
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スキー・スノーボードを楽しみながら、ボーダーレスな異文化理解アク
ティビティを行う2泊3日の合宿です。最大の特長は「ノーボーダー
ルール」。参加者は国籍、学部、学年、年齢などの属性情報を一切公
開してはいけません。本名ではなく、それぞれがつけた「キャンプネー
ム」を名乗って、日本語と英語で交流します。これにより、ありがちな先
入観が排除され、深いつき合いが生まれていきます。仲間との強い結
束感が得られるICCの定番イベントです。

早稲田　ICC

ノーボーダー・キャンプ
ボーダーレスな異文化理解合宿

ICCでは、昼休みに集まって、新しい仲間との外国語会話を楽し
むことができるランチ・イベントを開催しています。外国語を学習
中だけどなかなか話す機会がない、という日本人学生も、たまには
母語で思い切り話したい、という外国人留学生も、自分のランチを
持ってラウンジに集まりましょう。事前登録は不要、参加費も無
料なので、気軽に参加することができます。言語だけでなく、さま
ざまな国の文化や新しい考え方に触れられるまたとない異文化
交流のチャンスです。
早稲田　ICC

外国語ランチ
ランチタイムの異文化交流

日本語を勉強中の外国人学生が、楽しみながら日本語会話の実践を
行う「にほんごペラペラクラブ」は、１ヶ月単位で決まった曜日・時限
に開催。サポーターとして参加する日本語を母語とする学生がアク
ティビティやゲームをリードし、活動中の会話を楽しく円滑に進められ
るように促します。ただし、日本語だから簡単、というわけではありませ
ん。異文化交流には、言語能力とは別のコミュニケーション能力が必
要になるからです。日本語会話によって異文化交流の本質を学ぶこと
ができます。

早稲田　ICC

にほんごペラペラクラブ
日本語会話を通じた異文化交流

国際学生寮WISHでは、日本全国・世界各地から集まった学生がと
もに学び、生活しています（定員872人）。「RA」とは、寮生活を送る
学生が安心して快適に生活できるよう、日々の生活を支援する学生
リーダーのこと。その役割は、寮生の相談役、大学と寮とのパイプ役、
イベントの企画運営など多岐にわたります。多様なバックグラウンド、
異なる価値観をもった寮生たちと日々向き合う活動を通じて、グロー
バルな視野を広げ、人間的に大きく成長することができるでしょう。

レジデントアシスタント

RA（レジデント・アシスタント）
異文化共同生活のリーダー役

グローバル化が進む現代の社会では、グローバルとローカル、両方の視点を持つ
ことが必要だと言われています。ICCでは、学内外から講師を招き、グローバル・
ローカルの両面からテーマを設定して公開講演会を定期的に開催しています。登
壇するのは、NGO活動家、グローバル企業のCEO、社会起業家、一国の大臣など
実にさまざま。グローバルに、ローカルに活躍する先駆者たちの話から、新たな気
づきが得られ、視野を広げるきっかけになるはずです。

早稲田　ICC

ICCトーク・セッション
時代の先駆者の話から学ぶ

今後の国際社会を牽引するリーダーシップを実践的に身につける4年間のプロ
グラムです。新入生を中心に約15名の派遣学生（フェローズ）を選抜し、半
年間の導入教育で英語やアジア・西洋の歴史・文化などを学んだ後、2年次秋
から1年間、コロンビア大学やワシントン大学など、提携する米国名門大学に
留学します。帰国後は米国からの留学生とともに「日米共同ゼミ」や「グロー
バル・リーダーシップ・フェローズ・フォーラム」に参加。

早稲田　GLP

グローバル・リーダーシップ・
フェローズ・プログラム

４年間の少人数カリキュラム
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社会と関わることは、あなたの視野を広げ、新たな可能性に気づく絶好の機会です。

早稲田では、実際の現場で学べるボランティア活動やインターンシップはもちろん、
大学運営に参画できるプログラムも充実。積極的に社会へ踏み出しましょう！

 「やってみたい！」こと、

始めよう社会と関わりたい
to be involved with society

・ 地域活性化
・ 企業ブランド向上
・ 広報戦略
・ ダイバーシティ
・ 健康医療

おもな
設定
テーマ

プロフェッショナルズ（企業・自治体・団体）が実際に抱える問題について、グルー
プワークなどを通じて問題解決に取り組み、解決策を提案する実践型の産学連携
プロジェクトです。表面的な就業体験だけでなく、社会の現場に触れることで、社
会人としてのコミュニケーション能力や、チームで協力し合いながら最後まで考え
抜く力を身につけることを目的としています。また、プロフェッショナルズに対して、
直接自分のアイデアを投げかけることができる、またとない機会でもあります。

早稲田　プロプロ

プロフェッショナルズ・ワークショップ
実践型産学連携プロジェクト

WAVOCでは、キャンパスを飛び出し、国内外のボランティアの現場
に出かける「スタディツアー」を多数実施しています。国際協力や環
境問題、社会問題など、現場を実際に見ることで、これまで机上で学
んできた知識が深まり、多角的に物事を考えられるようになります。
また、現地の人や活動に従事する人との交流を通じて、多様な価値観
を理解する異文化理解能力や、協調性を身につけることもできます。
世界観を広げ、自分を一回り大きくする旅へ、出かけてみましょう。

WAVOC　スタディツアー

WAVOCスタディツアー
ボランティアの現場を訪れる

学生生活とは異なる環境に身をおき、自分の力を試すことで、働くことや
仕事に対する漠然としたイメージを具体的なものにできるのがインターン
シップの特長。早稲田では、キャリアセンターが実施する「公認プログラ
ムWIN」や行政機関・企業などとの「提携プログラム」のほか、各学部が
専攻分野の特色に合わせて実施するものや留学センターによる海外での
インターンシップも充実。目的や興味・関心に応じて選択できます。

インターンシップ・プログラム
働くイメージを具体化

近年、全国各地で、地震、集中豪雨、竜巻、大雪などの自然災害による
被害が増加しています。WAVOCでは、地域の大学や地元住民と連携
しながら、災害・復興の活動にあたる支援ボランティアを募集し、自ら
の意思で手を挙げた学生たちを派遣しています。現地では、自然災害
の現状を自分の目で見て考え、自分自身の問題として向き合うことで、
地域の人々に寄り添います。こうした経験は次なる活動や学びの原動
力になることでしょう。

WAVOC

災害・復興等支援ボランティア活動
災害の現状から学ぶ

各界で活躍する専門家や起業家、早稲田で教鞭を執る教授陣を講師
に迎え、起業家に必要なスピリットや実務のノウハウを学ぶセミナー。
テーマは「起業家精神」「税務・財務」「ビジネスプラン」「マーケティ
ング」などバラエティ豊かで、年間を通じて参加すれば、起業や経営に
必要な知識を幅広く学ぶことができます。講座の後には講師を交え
た交流会も実施。起業家の生の話を聞けるだけでなく、起業の仲間や
ビジネスコンテストに参加するチームづくりの場にもなっています。

早稲田　インキュ

ビジネススタートアップセミナー
起業に必須の知識を学ぶ

早稲田　インターン
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・ 地域活性化
・ 企業ブランド向上
・ 広報戦略
・ ダイバーシティ
・ 健康医療

早稲田　社会連携

このプログラムの特徴は、ターゲットである経営
者に迫ることです。ターゲットのこだわりや価値観
を知り、自分と比較することで、自分がどんな人間
か見直すことができます。また、中小企業だからこ
その良さを知ることができます。それらの気づき
は、今後の自分のキャリアを考える上での参考に
なっています。

文学部　3年

遠藤 冴子さんキャンパスを離れて、地域で活躍している人や中小企業の経営者に会いに行
く、体験型の短期プログラムです。「chiikiru ～地域のオモシロい人に会おう
～」「mochimasu ～社長のカバンモチをしてみよう～」というテーマで、複
数のプログラムから自分に合ったものを選べます。一般的なインターンシッ
プ等と異なるのは、目的が業務体験ではなく、会いに行く人の価値観や生き
方に触れるということ。「他者とは何か、自分とは何者か」という視点から、新
たな気づきが得られるはずです。

tsunagaruプログラム
社会と“つながる”第一歩

広く一般の方にも早稲田に親しんでもらおうと1989年にスタートした
キャンパスツアー。年間参加者は約15,000人にものぼり、日本で最
古にして最大規模のキャンパスツアーです。このガイドを担当するのは
厳しい研修によって早稲田に関する知識とガイド技術を身につけた早
大生。それぞれが創意工夫を凝らし、学生ならではのエピソードを交
えた個性豊かな案内が好評です。社会性と責任感が求められるとと
もに、早稲田の顔として魅力を発信できることが高いモチベーションと
なっています。

キャンパスツアーガイド
早稲田の顔として魅力を発信

学生自身が主体的に早稲田の文化を創造・発信し、社会貢献に役立てるこ
とを目的とするボランティアグループです。昨年度は、Museum Weekや早
稲田文化芸術週間での企画・広報・実施等を中心に活動しました。アドバ
イザーの発案したイベントには、多くの方に足を運んでいただけました。今
後より多くの学生にイベントに参加してもらうにはどうしたらいいか、学生目
線の意見を出し合ってください。文化推進学生アドバイザーの活動を通じ
てイベント提案・実現に積極的に関わることで、多角的な視野を身につける
ことができ、社会人基礎力の醸成にも大きく寄与するはずです。

早稲田　文化推進学生アドバイザー

文化推進学生アドバイザー
学生による早稲田文化の創造・発信

外国人学生と日本人学生がペアを組み、地域の小・中学校や高校な
どの教育現場を訪れて異文化理解の授業を行います。外国人学生の
母国の文化紹介を中心とした授業案を作成する過程では、異なるバッ
クグラウンドを持つ学生同士が互いに意見を出し合い、同じ目標に向
かって協働体験を積むことによって、深い友情を育むことができるで
しょう。教えることを通じて異文化理解を深められるだけでなく、児童
や生徒との交流によっても多くの学びや気づきが得られるプログラム
です。

早稲田　ICC

アウトリーチ・プログラム
留学生とペアで異文化理解授業

教員を目指す学生に対して、教員就職のためのサポートを行う拠点が
教員就職指導室です。公立・私立学校の教員採用試験の情報を提供
し、受験のための論文指導や模擬授業対策、面接対策指導などを実
施しています。指導室には早稲田の卒業生で校長経験のある「教員
就職アドバイザー」が常駐。何でも気軽に相談できる存在として、教
員志望者の心強い味方となっています。また、現職の校長を招き、最
新の教員採用試験の情報提供や具体的な指導を行う「教員就職指
導会」も実施しています。

早稲田　教員就職

教員就職支援
教員就職のための支援拠点

・ ボルネオプロジェクト
・ 千畝ブリッジングプロジェクト
・ 学生NPO農楽塾
・ 難民交流プロジェクト
・ 日本ルワンダ学生会議
・ 早稲田大学気仙沼チーム

おもな
プロジェクト

教育、環境、人権、農業、平和構築などの多岐にわたる分野で、学生が主体となって
活動する「ボランティアプロジェクト」。国内外に広がるフィールドで多くの学生が
それぞれの社会の課題と向き合っています。現在は約30のプロジェクトが進行中。
キャンパスを飛び出して実際の現場に出かけることで、これまで学んだ知識をより
いっそう深め、多様な視点を養うことができます。年に1回、各プロジェクトに参加す
る学生が中心となって「ボランティアフェア」も開催しています。

WAVOC

WAVOC公認プロジェクト
世界の課題と向き合う

早稲田　学生参画

自分がどんな
人間か見直すことが

できます

15



Design Your Future

学生生活をより豊かなものにしてくれるのが、本音で語り合える仲間です。

早稲田で出会う大切な仲間たちは、あなたにとって一生の宝になることでしょう。
部活動やサークル活動から多彩なプログラムまで、思い切って飛び込んでみましょう！

 「やってみたい！」こと、

始めよう仲間をつくりたい
TO HAVE GOOD PALS

・ 大学情報ブログ ・ キャンパス内での教室案内
・ 新入生への科目登録相談 ・ 受験生支援の企画協力
・ 学習サポート企画

おもな
活動内容

学生が主体となって新入生を応援するプロジェクトで、新入生の悩みや不安
を解消できるように、学生生活をさまざまな面からサポートします。例えば、
科目登録相談会では学生アドバイザーとして参加し、科目登録のポイントを
アドバイス。新学期の授業開始時期には、キャンパス内に立って教室案内を
行います。また、「なびLog」では学生生活で知っておきたい情報をブログ形
式で発信。イベント情報からおすすめのランチスポットまで、日々の生活に役
立つ情報が満載です。

こうはいナビ

こうはいナビ
新入生応援プロジェクト

ICCが行う異文化交流イベントに、ボランティアとして関われるのが
「ICCイベントサポーター」。留学生歓迎イベントや、日本と各国の文
化を紹介するイベントなど、ICC学生スタッフリーダーとともに、企画
段階からイベント当日の司会進行まで、さまざまな役割を担うことがで
きます。さらには、自らの企画を ICCに持ちこみ、イベントを実現できる
のも、サポーターの魅力。多様な価値観が交錯する異文化交流をつく
る体験によって、新たな視点から異文化理解を深めることができます。

ICC　イベントに参加

ICCイベントサポーター
異文化交流に関わるボランティア

留学センターのプログラムで中長期の海外留学を経験した早大生で
構成される学生ボランティア団体で、留学希望者を対象としたイベン
ト企画と情報発信を定期的に行っています。留学経験者と交流でき
るイベントや、留学経験を生かした就職活動に関するイベントの企画、
留学体験談が豊富に掲載されたフリーペーパーの発行が活動のおも
な柱。自らの経験をふまえて、留学の不安や疑問を解消できる機会を
提供し、これから留学する学生たちが安心して飛び立てるよう後押し
をしています。

留学センター　学生留学アドバイザー

学生留学アドバイザー
留学経験者による情報発信

早稲田　障がい学生支援

誰かの力になりたいと思い、聴覚障がいを持つ
早大生の授業支援を始めました。自分と同じ
早大生を支援することによって、障がいを持つ
人のことを身近に感じられるようになりました。
そしてこの活動は、すべての人が生きやすい社
会を作っていくにはどうすればいいのか、という
ことを考えるきっかけにもなっています。

文化構想学部　2年

小森 雄三さん
障がい学生支援室では、障がいのある学生がほかの学生と同等に学
ぶことができるよう、支援ボランティア学生の募集・養成をしています。
教室への移動の介助をしたり、授業中の先生の話や学生の発言を手
書きやパソコンで文字にして聴覚障がい学生に伝えたりと、活動内容
はさまざま。学内をバリアフリーの視点で見て回る「バリアフリーマッ
プ」の作成や、よりよい障がい学生支援のあり方について、他大学の障
がい学生や支援学生とともに考える交流会の企画・運営などにも関
わります。

障がい学生支援活動
支援を通じて得られる気づき

障がいを持つ
人のことを身近に

感じます
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早稲田　サークル活動

大学公認のサークル数は現在およそ570。公認以外のものを合わせるとその数は
1,000を超え、分野も文化、芸術、スポーツなど「早稲田にないサークルはない」と言わ
れるほど。同じ出身地の学生で構成される「地方学生の会」も個性あふれる活動を行っ
ています。日本最大級の学生イベント「早稲田祭」には数多くのサークルが参加し、活
動成果をアピールします。サークルで出会った仲間とともに活動に打ち込むことも、学生
生活をより豊かにする大切な要素です。

サークル活動
多彩なサークルで仲間づくり

「学生生活、このままでいいのかな？」――このプログラムは、自分の学
生生活に少し疑問を感じている学生同士が、学部や学年の枠を越え
て気軽に集まり、お互いの気持ちを言葉にしてフラットに語り合うワー
クショップです。自分以外にもモヤモヤを抱えている仲間たちがいる
ことを実感し、交流を通じて個と個の関係を築くことで、他者を理解す
るとともに自分自身を見つめ直す機会となります。次のステップに一
歩を踏み出すきっかけになることでしょう。

早稲田　社会連携

fumidasuワークショップ
語り合うことで“一歩踏み出す”

多彩な学内プログラムが用意されている早稲田だからこそ、ときには
何に打ち込むべきか迷ってしまうこともあります。「私も最初は何をし
たらいいかわからなかった」という先輩たちが、どんな学生生活を過ご
し、どんな「夢中になれること」を見つけたのか。先輩の体験談からヒ
ントを得て、自分自身の学生生活をどのように過ごしていくかを考えて
いきます。セミナーの終わりには、学内プログラムの紹介もあり、行動
を起こすきっかけづくりにもなることでしょう。

早稲田　キャリア

夢中になれることが見つかるセミナー
学生生活の過ごし方を考える

秋の一大スポーツイベントが「体育祭」。フットサル、卓球、ソフトボー
ルなど各キャンパスで様々な種目が実施されます。なかでも、東京都内
の各大学を歩いて巡る「Tokyoハイク」は公認サークル｢学生稲門会｣ 
の有志メンバーによって運営されており、人気のウォーキング種目で
す。サークルやゼミなどの団体で参加できるだけでなく、種目によって
は他大生や一般の方も参加可能。スポーツを通じて日常の学生生活で
は味わえないさまざまな交流を体験できます。

早稲田　体育祭

体育祭
スポーツを通じて交流を深める

ものづくり工房の効果的な活用方法（仕組み）を考え、実行する学生参加
型のプロジェクトです。このような仕組みづくり自体もものづくりのひとつ
と考え、その機会を提供しています。プロジェクトのテーマは、学生ニーズ
をふまえた工房の環境整備に加えて、学生が自発的にものづくりに取り組
みたくなるような企画をカタチにして、工房の利用推進につなげること。も
のづくりの知識や経験は問いません。「ちょっとやってみようかな」と思える
ものづくりの機会を、学生目線で実現しています。

早稲田　ものづくり工房

WASEDAものづくり工房・
利用推進プロジェクト

ものづくりの楽しさを広める

自らの意思と行動で卒業後の進路を決定する就職活動。社会に飛び
出す瞬間のさまざまな体験は、これからの人生における貴重な財産と
なります。その体験を後輩たちのために役立てたい、という思いをカ
タチにしたものが「学生キャリア・アドバイザー」制度。キャリアセン
ターを訪れる就職活動中の後輩たちに、面接の具体的な対策から気
分転換の方法まで、自身の体験をふまえてアドバイスを送ります。また、
OB・OGの協力を得て、就活生応援イベントの企画・運営も行います。

早稲田　キャリア

学生キャリア・アドバイザー
自らの体験を後輩たちに役立てる

早稲田には44の体育各部があり、110余年の歴史のなかで多くの優
秀なアスリートを輩出してきました。伝統の早慶戦をはじめ、一戦一
戦が全国のスポーツファンの心をとらえています。体育各部では、競
技力だけでなく、社会性の向上にも着目して指導を行っています。身
体教養の獲得、スポーツの実践と技術習得、チームワークやルールの
順守、対人コミュニケーション能力などを向上させ、豊かな人間性を
育みます。OB・OGとの絆が強いのも魅力のひとつでしょう。

競スポ

部活動（体育各部）
スポーツで豊かな人間性を育む
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卒業生インタビュー

　1年生の秋にWAVOC主催のボランティアフェアに参加したのをきっかけ
に、WAVOCの離島交流プロジェクトに加わりました。離島が抱える問題
を島民と近い目線で考え、解決に貢献することを目指すもので、在学中の4

年間で計4回、沖縄県の鳩間島（はとまじま）を訪れて活動しました。
　実際に現地を訪ねるのは春休みと夏休みの1週間ほどですが、それ以外に
も普段から大学で週1回のミーティングを行い、島の歴史や現状について勉
強を重ね、島での活動についてプランを練りました。島の緑化活動や鳩間
小中学校でのスポーツ大会など、1回の訪問で実施する活動内容は多彩で、
1人1つの企画を責任者として受け持ち、準備や運営を担います。3年次の
夏の訪問では、私は海岸清掃の企画を担当。学生と島の方たちだけでなく、
観光客にも参加を呼びかけ、漂着ゴミの清掃活動を実現することができま
した。責任を持って1つのことをやり遂げる大変さを学んだと同時に、仲間
と達成感を分かちあえたことはとても良い経験になりました。プロジェクト
で得た経験を活かし、所属していた公共経済学のゼミでは、離島の観光振
興をテーマに卒論を執筆しました。
　離島での交流活動は進路選択にも影響を与えました。地域が存続する

ためには 経 済 的な 基
盤が重要であることを
実感し、金融の仕事を
通して人 々の 思いや
夢の実現に貢献して
いきたいと 考えるよ
うにな ったのです。
また、島の方々と交
流するなかで、長期的に人とつながる仕事が自分には向いているように感じ
たことから、お客様と長期的に関係を築け、「地域活性化」を主要分野の一
つに据える日本政策投資銀行を選びました。金融業界ならば、あらゆる産
業の人 と々つながることができ、視野を広げながら成長していけそうだと感
じたことも志望理由の一つです。入行1年目の現在は航空機ファイナンス
を手がける部署に所属し、融資や投資を行うまでの行内手続きなどを担当
しています。この先、さまざまな部署を経験しながら知識を磨き、地域貢献
にダイレクトに関われる仕事をしたいと思っています。

株式会社日本政策投資銀行　

向畑 有真さん　 Mukaihata Yuma

2015年 政治経済学部卒業 

金 融

WAVOCの社会貢献活動で
人口減少に直面する離島と交流。
金融の仕事を志すきっかけに。

WAVOC
早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）では、環境、農業、教
育、人権、交流、地域づくりをキーワードにボランティアプロジェクトを実施。向畑
さんが参加した離島交流プロジェクトをはじめ、現在約30のプロジェクトが国内
外で進行中です。

島の問題を知ってほしいと
観光客も交えた活動を実現
前年まで学生と島民だけで行っていた海岸清掃活動を、観光
客も巻き込んだイベントにしたいと考えたのは、島の問題に
関心を持つ人が増えてほしいという思いからでした。安全面
への配慮など、実現に向けて島の方と相談しながら多くの課
題をクリアしていきました。相手の立場に立って考えること
がいかに大切かを教えられました。

大切にしているのは
相手に謙虚に学ぶ姿勢
周りの先輩に進んで教えを乞うことを心がけています。離島
交流プロジェクトで島の方 と々接し、年長者から謙虚に教わ
ることの大切さを学びました。相手の様子を見て話しかけ
るタイミングを計る。自分の間違いを素直に認め申告する。
そうした基本的な動作が重要であることは、社会に出た今も
まったく同じだと感じています。

Pick Up

早稲田での
｢熱中｣

現在の
仕事
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　出身地・茨城県の公立小学校で教員をしています。教員を志したきっか
けは、小学生のときに親の転勤に伴う転校を何度か経験し、親身にサポー
トしてくれた先生の存在が心の支えになったことです。早稲田では初等教
育学を専攻し、ゼミの先生の「授業は子どもとともにつくるもの」という教

えを、実践を通して学びました。子ども
たちが楽しく学べるかどうかは、教員の
創意工夫や力量に左右されることを
改めて実感しました。
　学業と並行して打ち込んだのが、
教育活動を行うNPO団体の活動で
す。教育イベントの開催や学校ボラ
ンティアなどに携わり、ときには責
任者としてイベントの企画や運営を
担う機会もありました。メンバー内
の異なる考えや目標を、一つの企
画としてまとめる作業はとても骨

が折れましたが、全員の思いをできるだけ汲みとることに努めました。その
経験は今、児童一人ひとりの思いや願いを大切にしながらクラスづくりをす
る姿勢につながっています。
　NPO活動で得たもう一つの財産は、教育を学ぶ他大学の学生たちとの
絆です。同じ教育でも関心のあるテーマは学生ごとに異なり、意見を交わ
すなかで多角的に教育を考える視点が培われました。メンバーは現在、学
校教員のほかに、行政や企業、ベンチャーなどそれぞれの立場で教育に携
わっていて、定期的に集まり刺激を与え合っています。
　地元で就職することは初めから考えていたわけではなく、採用試験に向け
た準備の過程で自分のこれまでを振り返り、地元で育まれたものの大きさ
に改めて気づいたことが影響しています。また、東京で多様な人と出会って
得た経験を、地元に還元したいという思いもありました。試験前には教員
就職指導室に毎日のように通い、いろいろな相談や面接の練習ができたこ
とは本当に心強かったです。振り返ると、学業、NPO活動、スイミングコー
チのアルバイトなど、学生時代のあらゆる経験が成長につながり、教員とし
ての今の私の土台になっていると感じます。

「熱中した時間｣が今につながっている 

早稲田　教員就職
教員就職指導室は、教員を目指す学生に対してサポートを行う拠点です。「教員就
職アドバイザー」が常駐し、教員採用試験の情報を提供するほか、論文指導や面
接指導などを実施。現職の校長や教員を招いての「教員就職指導会」も開催して
います。

進路決定に影響を与えた
被災地ボランティア
2年生のときに、別の教育NPOが運営する被災地での放課
後学校の活動にボランティアとして参加しました。つらい経
験をしながらも夢に向かって懸命に学ぶ子どもたちの姿が深
く心に残りました。教育への携わり方はたくさんあるなかで、
学校現場で直接子どもたちとかかわる仕事に就きたいという
意思を固めるきっかけになりました。

早稲田での
｢熱中｣ 自分にない視点を

児童に教えられることも
先日、受け持つ5年生の社会科で水産業を学習した際、「どう
やって新鮮なまま食卓まで届くのか」に興味を持って調べた
子がいました。私自身になかった視点でテーマをとらえる機
会になり、子どもたちと授業をつくり上げる醍醐味を実感しま
した。「子ども理解のプロフェッショナル」を目指して研鑽を重
ねたいと思います。

現在の
仕事

Pick Up

教員（Uターン）

教育NPOの活動を通して得た
教育に対する多角的な視点と
仲間の存在が今の財産に。
茨城県筑西市立小栗小学校　

髙木 雄太さん　 Takagi Yuta

2014年 教育学部卒業
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卒業生インタビュー

早稲田　GEC

人の思いを叶えることに
喜びとやりがいを実感

「人がやりたいことを応援しサポートすること」に自分は向い
ていると気づいたのは、全学オープン科目「自分のプロジェク
トを経営する」で、互いにアイデアや助言を与え合う協働作業
を経験したときです。早稲田リンクスの活動でも、仲間が何
をしたいのかを引き出し、それをプロジェクトに結びつけるこ
とに力を注ぎました。

人との出会いの中で
役割を見つけ活動を展開
周りの人のやりたいことを実現していきたい。学生時代から
変わらないこの思いが「つむぎや」の活動の根底にもありま
す。最近では、東南アジアのデザイナーと陸前高田周辺事業
者をつなぐプログラムを企画・運営しました。人との縁を大
切にし、求められる役割を柔軟に果たしながら、自分が望む生
き方・働き方を実践していきたいと思います。

一般社団法人創業者

　早稲田を卒業した3年後に「つむぎや」を立ち上げ、宮城県石巻市で地域
資源を活かしたものづくりによる震災復興支援に取り組むなど、さまざまな
プロジェクトを進めています。企業に属さず、人と人、人と地域をつなぐ活動に
打ち込むこの生き方を選んだのは、在学中の経験が大きく影響しています。
　その一つは、4年次に全学オープン科目「持続可能な社会と市民の役割」
を履修し、実習でミクロネシア連邦ヤップ島に12日間滞在したことです。 

自給自足の暮らしは心に強烈に刻まれ、本当の豊かさとは何かを深く考え
る機会になりました。もう一つは、学内の企画サークル「早稲田リンクス」の
活動です。代表を務めた3年次には早稲田の商店街の方 と々コラボして街
を巻き込んだ大規模なプロジェクトを実施しました。活動に熱中できたの
は、目的が自己満足に終わらず、誰かのためにより意義のある活動にしたい
という意識を共有できたからです。
　「自分の人生の主導権を手放したくない」という思いはもともと強くありま
した。祖父が起業家だった影響もあるかもしれません。就職活動はせず、
友人と2人で起業を目指しましたが、自分たちが漠然と描く「やりたいこと」と
ビジネスプランがつながらず迷走しました。結局、起業は叶わず、やることが

決まらないまま 卒 業。 

焦燥感にかられる中で
選んだのは、旅に出る
ことでした。北は北海
道から南は沖縄まで
180日間をかけて全
国70以上の農山漁
村を巡りました。現
地で農業や漁業などをお手伝いさせてもらい、土地に根ざした暮らしを体験
する過程で、「人や地域に関わる仕事をしたい」という気持ちが固まっていっ
たのです。この旅で得たご縁がのちに、人と地域を結びつけるさまざまな活動
につながり、現在へと至っています。
　人との出会いによってのみ、人間は本質的に磨かれると考えています。
みなさんも新生活が始まった今こそ、受け身ではなく一人でも多くの人と出
会うことを意識してみてください。それによって4年間は大きく変わってくる
はずです。

一般社団法人「つむぎや」代表理事　

友廣 裕一さん　 Tomohiro Yuichi

2008年 商学部卒業

ヤップ島での自給自足生活や
企画サークルでの活動を通し

「この先どう働くか」を模索。 

全学オープン科目は、所属の学部や学年、専攻分野を問わず、全学生が履修でき
る科目です。約3 ,500にのぼる多種多様な科目が用意され、各自の関心や目的に
沿って自由に学びを広げ、深めることができます。学部を超えた幅広い人間関係
を築けることも魅力です。

Pick Up

早稲田での
｢熱中｣

現在の
仕事
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ICC　学生スタッフリーダー

何度も折衝を重ね
アイデアを形に

「ホンネ交流キャンプ」の企画段階では、職員の方 と々何度も
話し合いを重ねました。参加者が本音で語り合えるようレク
リエーションの時間を設けたり、各自が関心のあるテーマを
選べるようにしたりと、プログラムも工夫しました。アイデアを
形にしていく作業を通し、企画遂行力やコミュニケーション力
が鍛えられました。

協調性と主張の
両方が必要な調整役
主に海外向けの営業を担当しています。工場や研究所、海外
支社など、国内外の関係各所の調整役として、双方に納得し
てもらえる回答を出す必要があり、ICCのときと同様、「自分を
しっかり持った上での協調性」が重要になります。自社の最
先端技術を活かし、お客様のニーズに応える新製品の企画に
も挑戦したいですね。

　専門知識に加えて日本語のスキルを磨きたいという思いから、上海の大
学を卒業後、中国でも知名度の高い早稲田大学への進学を選びました。経
済学研究科では計量経済学を専攻し、経済活動に伴う二酸化炭素排出量
の算出をテーマに研究を進めました。

　国際コミュニティセンター（ICC）の
学生スタッフリーダー募集のポスター
を見たのは、入学して半年余りが過ぎ
たころです。研究は忙しかったのです
が、インターンシップに近い経験がで
きる点にひかれて挑戦を決めました。
当初は日本語能力が十分ではなく、
アイデアを人に伝えるにも、それを
企画にまとめるにも、人より多くの
時間を要しました。ほかの学生ス
タッフや職員の方 と々意見を交わ
しながら経験を積み、1年後、自ら

企画したイベント「日中韓ホンネ交流キャンプ」を実現することができまし
た。早稲田では日本人学生とともに中国、韓国出身の学生も多く学んでい
ますが、互いにデリケートな話題は避け、本音を心の奥に隠している人が多
いと感じたことがイベント発案のきっかけです。2泊3日で実施したキャンプ
は好評で、現在も継続して開催されています。
　卒業後に日本と中国のどちらで働くか、明確な志望はなかったのですが、
自分を成長させる機会として、日本での就職活動にチャレンジしました。日
本が世界をリードしている分野を考えて業界を絞り、関心のあった化学メー
カーへの就職を決めました。就職活動中は不安もありましたが、同じ時期
に就活をしていた ICCの仲間の存在が支えになりました。
　学生スタッフリーダーの経験を通して、自分の意見を持ちながら周りの意
見も柔軟に取り入れ、チームで仕事を進めていく大切さを学びました。日
本語能力も飛躍的に伸び、この経験がなければ日本で働く今の私はなかっ
たと感じています。学業だけにとどまらず、さまざまな活動を通して自分の
力を伸ばす早大生から多くの刺激を得て、充実した学生生活を送ることが
できました。

「熱中した時間｣が今につながっている 

ICC学生スタッフリーダーの
経験で得たスキルを活かし
日本企業で働く道を選択。 
積水化学工業株式会社　

陳 昊林さん　 Chen Haolin

2013年 経済学研究科卒業

メーカー

ICC学生スタッフリーダーは、国際コミュニティセンター（ICC）の異文化交流活動
における中心的な存在として、イベントの企画立案や運営を担います。また、ICC
の広報活動や運営業務なども幅広く担当。実社会で役立つ経験を積むことがで
きます。

Pick Up

早稲田での
｢熱中｣

現在の
仕事
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卒業生インタビュー

早稲田　サークル活動

国内外で挑戦を重ね
心身ともタフに
理工ワンダーフォーゲル部では同学年に女子は私だけ。とは
いえ練習内容も、山での荷物の分担も、女子だからと手加減
されることはなく、気づけば心身ともタフになりましたね。休
みの時期を利用して1人でカナダに自転車ツーリングに出か
けたことも。今につながるフットワークやチャレンジ精神が培
われました。

ユニークな経歴も
私の個性であり強み
競技に加えて、現在は講演活動にも力を入れています。宇宙
飛行士を目指していてクライミングに出合い方向転換したこ
と、早稲田を卒業してプロ競技者になったことなど、異色の経
歴はほかの誰とも違う私のアピールポイントであり強みです。
2歳になる息子と、将来一緒にクライミングを楽しむことが今
の一番の夢です。

　早稲田に入学した時点での将来の夢は宇宙飛行士になることでした。
応用物理を専攻するかたわら理工ワンダーフォーゲル部に入ったのは、中
学生のときに宇宙に近い場所に立ちたくて富士山に登り、登山の楽しさを
知ったからです。部のトレーニングでクライミングを始めたことが人生の転
機になりました。国体山岳競技のメンバーに誘われ、半年にわたる猛特訓
の末、総合2位に。フリークライミングにのめりこんでいきました。
　卒業が迫るなか、競技に専念するか、大学院進学か、就職かで悩みに悩
んだ末、本当にやりたいことを追求しようとクライミングを選びました。PR

資料を自作してスポンサー探しに奔走しましたが、卒業の時点でスポン
サーはゼロ。先の見通しは立たず、葛藤もありましたが、一方で「なんとか
なる」という自信のようなものもありました。卒業後はアルバイトをいくつも
掛け持ちしながら、競技と営業活動を並行させ、ようやく初のスポンサーが
ついたのは１年がたったころでした。私は「生活の安定」よりも「夢を追う
こと」を選んだわけですが、どちらが正しいということはなく、自分にとってよ
り価値のある方を考え、決断するしかないのだと思います。
　フリークライミングの中でもロープを使わないボルダリングに集中し、

2012年には難度V14

のルートを世界の女
性で 初めて完 登しま
した。3年がかりで約
700回ものトライを
重ねるという気の遠
くなるような挑戦を
続けられたのは、目
標にたどりつくには小さなステップを積み上げていくほかにないことを、それ
までの経験で学んだからです。いきなり10センチ進もうとするのではなく、
指を置く場所をミリ単位で変えながら、昨日よりもほんのわずかでも前に進
むことに意識を集中しました。スポーツに限らず、継続する大切さは何にで
も言えることだと思います。「ちりも積もれば山となる」の言葉通り、小さな積
み重ねの先にたどりつく高みを信じて、みなさんも夢に向かって挑戦を続け
てください。

「ないサークルはない」と言われる早稲田。大学公認サークルだけでその数は約
570にのぼり、文化系からスポーツ系まで幅広いジャンルが存在します。尾川さん
が活動した理工ワンダーフォーゲル部のように、各学術院が承認するサークルもあ
ります。

Pick Up

早稲田での
｢熱中｣

現在の
仕事

プロクライマー

プロクライマー　

尾川 智子さん　 Ogawa Tomoko

2003年 理工学部卒業

ワンダーフォーゲル部で
クライミングに出合い
プロへの道を自力で開拓。
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レジデントアシスタント

国際性豊かな学生寮で
相手の立場で考える経験
寮では文化や習慣の違いからくる寮生同士のトラブルを仲裁
することもありました。気を付けたのは、双方の話をよく聞き、
表面的な衝突の裏にある問題の本質をきちんと見ることで
す。また、自分が無意識に日本人の価値観でものごとを判断
していないかを自問しました。相手の立場に立って考える訓
練ができたと思います。

文化や宗教も多様な
クルーを束ねる役割
航海士として多国籍のクルーをまとめる今も、相手の立場に
立って考えることは常に意識しています。例えば航海中にク
リスマスを祝うにしても、キリスト教を信仰している船員とそ
うでない船員では意味合いが変わってきます。文化や価値
観の違いを理解した上で、自分から一歩相手のふところに飛
び込むことを大切にしています。

　将来は海外に関わる仕事がしたいという夢があり、早稲田ではWAVOC

の海外ボランティアに参加したり英語学習に力を入れたりと、国際的な学び
の環境を積極的に活用しました。なかでも刺激を受けたのが、4年間を過ご
した田無学生寮※での経験です。寮生の3割が海外からの留学生で、彼らの
多くが自国語・英語・日本語を流暢に操り、将来のビジョンも明確に持って
いることに驚きました。その姿を見て自分の現状に危機感を覚えたからこ
そ、気持ちを入れ直し、学業にも課外活動にも主体的に取り組む大学生活

を送れたのだと感じています。
　寮生活で学んだことを後輩に
も伝えたいと、寮生活をサポー
トする学生スタッフRA（レジデ
ント・アシスタント）も経験しま
した。RAとして心掛けたのは、
率先してみんなの見本となる
振る舞いをすることです。ま
た、自分からどんどん声をか

けて留学生を仲間の輪に巻き込むことも意識しました。大勢の前に立って話
をする機会も多く、チームをまとめるリーダーシップや度胸が自然と鍛えられ
ました。
　就職先に海運会社を選んだのは、世界を舞台に働きたいという思いに
加えて、マリンスポーツを通して海に親しんでいたことも大きな理由です。
実はほかに商社と外資系企業からも内定をいただき、かなり迷いました。
志望動機を改めて振り返ったとき、商社や外資系は、仕事内容よりも響きの
良さにひかれた面が大きかったことに気づいたのです。イメージに惑わされ
ず、自分が本当に目指す姿を問い直し、「好きな海で働く道に進もう」と迷い
がなくなりました。
　航海士として働く今、私が生まれる前からこの世界で働いているようなベ
テラン乗組員に対しても物怖じせずに的確に指示を出す必要があり、学生
寮で培ったリーダーシップや対話力が役立っています。人生の舵を自分で
とり、自らの意思で進む方向を決めること。入社時に上司から言われたこ
の言葉を、大学生活をスタートするみなさんに贈りたいと思います。
※2013年度まで国際学生寮として活用されてきた「田無学生寮」は、国際学生寮WISH の完成に伴い、現在は

体育各部部員を対象とした「田無紺碧寮」になっています。

「熱中した時間｣が今につながっている 

RA（レジデント・アシスタント）は、寮生活を送る学生が安心して快適に生活でき
るよう支援する学生リーダーです。日本全国・世界各国から集まった、多様なバッ
クグラウンドや価値観をもつ寮生たちと日々向き合い、グローバルな視野を身につ
けることができます。

Pick Up

学生寮RAとして磨いた
リーダーシップや対話力は
航海士の仕事に活きています。 
株式会社商船三井　

池永 純哉さん　 Ikenaga Junya

2012年 政治経済学部卒業

海運（航海士）

早稲田での
｢熱中｣

現在の
仕事
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卒業生インタビュー卒業生インタビュー

早稲田　公務員

問題の根本を見極める
訓練を積みました
打ち込んだのはやはりゼミ活動ですね。関心のある社会問
題を取り上げて研究する経験を通して、アンテナの張り方が
鍛えられました。解決すべき問題が何であるかを見極める感
度も磨かれたと思います。もう一つ思い出深いのは、語学の
クラスの仲間と仲良くなれたこと。一緒に旅行に出かけたり、
学園祭でお店を出したりしました。

学生時代の志を貫き
働けることに喜び
個々の政策課題について現場の人々からヒアリングを重ね、
自分なりに検討し、改革の原案をまとめる。厚生労働省で私
が今携わっている仕事の流れは、学生時代のゼミ活動と基本
的に同じです。国を良くしたいという、言わば学生時代の“青
い気持ち”をずっと心に持ち続けながら仕事ができることに喜
びを感じています。

　法学部で憲法のゼミに所属していました。興味のある社会問題をピック
アップし、現場に足を運んで当事者の方々の話を聞き、その内容を踏まえて憲
法的な観点からゼミ生や教授と議論を重ねました。児童虐待の問題を取り
上げたときには児童相談所を訪ねて職員に話をうかがい、迅速に児童を保護
する必要性がある一方で、保護者と時間をかけて信頼関係を築くことも欠か
せない現場の難しさを知りました。さまざまなフィールドワークを通し、制度
があってもうまく機能していないケースもあることに気づき、国の制度設計に
携わる国家公務員を志すようになりました。
　国家公務員1本に絞って勉強に集中する一方で、どの分野を選ぶかについ
ては、面接試験の直前まで迷いました。世界を舞台に働きたいという夢があ
り、外務省の仕事にも強くひかれていたのです。迷う中で思い出したのが、ゼ
ミで興味関心の赴くままに研究を進めた際に、私が選ぶのはいつも厚生労働
省が扱う分野のテーマだったということです。純粋に自分のやりたいことを
見つめ直し、心が決まりました。
　現在は厚生労働省が国会に提出する法案の内容を審査し、提出の優先順
位付けをする仕事を担っています。明日のことを見通すのも難しいこの時代

に、何十年も先の未来
を見据えた制度改正
に携わることは、とても
難しい分やりがいも大
きいですね。「どうすれ
ば世の中はもっと良
くなるだろう」と議論
を重ねていた学生時
代と、今も気持ちはまったく変わっていません。ただし大きく違うのは、今は
実際に仕組みを変えていける立場にいるという点です。国家公務員総合職
は、チームのリーダーになることが求められる職種であり、そのやりがいや醍
醐味も実感しています。2016年夏からは人事院の制度でアメリカの大学院
に2年間留学し、公共政策を学ぶ予定です。将来的には大学院で身につけた
専門知識も活かし、日本の高齢化対策のノウハウや知見を世界に発信してい
く仕事に挑戦したいと考えています。

厚生労働省　

金沢 侑加さん　 Kanazawa Yuka

2009年 法学部卒業 

現場の方々に直接話を聞き
検討を重ね、改善案を練る。
ゼミ活動が今に通じています。 

「熱中した時間｣が今につながっている 

キャリアセンターでは、公務員志望の学生に向けて、各府省庁・地方公共団体など
の主催による業務説明会を開催するほか、内定者が体験談を語る懇談会も実施し
ています。また、国家公務員試験（総合職・一般職）などの過去問題を閲覧するこ
とも可能です。

Pick Up

早稲田での
｢熱中｣

現在の
仕事

公務員
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キャリアセンター

キャリアセンターを利用しよう

インターンシップ

「キャリアセンター」と聞くと、就職活動のイメージが強いかもしれませんが、就職活動支援
だけでなく、みなさんの「みらい設計」をサポートする役割を担っています。「みらい設計」と
は、早稲田に広がる成長の場所を積極的に活用し、充実した学生生活を送ることによって、
自分自身を磨いていこうという考え方。キャリアセンターは、イベントの開催や個別相談の実
施などを通してみなさんの｢みらい設計｣をサポートします。1年生のうちから、キャリアセン
ターを気軽に利用してみましょう。

インターンシップとは、夏休みなどを利用して、企業や
官公庁、非営利団体などの職場で就業体験を行うも
の。実際の現場で自分の力を試すことで、働くことの
イメージをつかみ、その後の学生生活における目標を

明確にすることができます。キャリアセンターではインターンシップデスクを
設置し、「公認プログラムWIN」や「提携プログラム」の実施、就業体験を全
学オープン科目の単位に認定するための手続きを行っています。

みらい設計をサポートする

働くことの
イメージをつかむ

キャリアセンターの情報はここから！ 戸山キャンパス 学生会館3階  http://www.waseda.jp/career/

ホームページ
キャリアセンターのサポート内容
をはじめ、イベントやインターン
シップ情報など、最新情報はホー
ムページでお伝えします。

メールマガジン
最新のイベント情報などを月２回のペースで希望者に配信し
ています。①学籍番号、②氏名、③Waseda-netメールのアド
レス、④件名に「メールマガジン配信希望」の４点を明記した
メールをcareer@list.waseda.jp へ送信すれば登録完了です。

WASEDA Mobile
早稲田情報が満載のスマートフォン用アプリ。iOS版はApp 

Storeより、Android版はGoogle Playより、無償でダウン
ロードできます。キャリアセンターのイベント情報は「イベン
ト」→「キャリアカレンダー」をタップしてチェックできます。

進路・就職相談 情報提供
キャリアセンター内の専用ブースで、個別の進路・
就職相談に応じています。進路や就職活動の具体的な相談だけでなく、「や
りたいことが見つからない」といった学生生活の悩み相談もOK。人に話を
するだけで気持ちが軽くなることもありますので、ぜひ利用してみてくださ
い。キャリアセンターのスタッフがみなさんを全力でサポートします。

相談受付時間　平日 9：00 ～ 17：00　土曜 9：00 ～ 16：00
※授業休止期間中の相談受付時間は、キャリアセンターホームページで確認してください。

キャリアセンターでは、学生生活や将来の進路を
考えるうえで役立つ図書や資料をたくさん用意しています。開室時間内は
自由に閲覧できるほか、さらにじっくり読みたい図書は一度に3冊まで借
りることも可能です。また、学内プログラムのパンフレットやチラシも充実。
各プログラムの特長を見比べながら、自分に合ったものを探すことができ
ます。

学生生活の悩みも相談できる みらい設計に役立つ情報が充実

大学の推薦が必要な業種や、個人での応募が難しい職種での就業を体
験できるプログラム。就業前後に講義を組み合わせることで、より深い学
びや気づきが得られるのが特長です。行政、国際協力、マスメディア、ビジ
ネスの４コースが設置され、ビジネスコースには１年生から参加できるプ
ログラムもあります。

インターンシップデスク
ホームページでは、インターンシッププログ
ラムの募集告知やガイダンスなどの情報を
随時発信。先輩の体験談も参考になります。
http://www.waseda.jp/career/internship/

『インターンシップの手引き』
参加手順、単位取得の方法など
がまとめられたガイドブック。キャ
リアセンターや学部事務所で配
布しています。

公認プログラム

WIN

インターンシップの情報はここから！

厚生労働省　

金沢 侑加さん　 Kanazawa Yuka

2009年 法学部卒業 みらい探しイベント
学生生活に物足りなさを感じる、どんな進路を
見つけたらいいのか分からない、など漠然とした
不安や心配があるなら、キャリアセンターの「み
らい探しイベント」に足を運んでみましょう。進
路が決まった先輩たちの体験談や、卒業生たち
の現在の活躍の様子に触れることで、自分のみ
らい設計のヒントが得られるはずです。

学生生活や進路について考えてみる 夢中になれることが見つかるセミナー
先輩の体験談を聴くことで、充実した学生生活の
過ごし方を考えます。

進路を考えるセミナー
早稲田の卒業生を中心に、さまざまな業界で活躍する社会人をゲス
トに招き、仕事内容やそのやりがいなどを話していただきます。若手
の卒業生の学生時代の活動、進路選択の経緯を聴くことで、自分ら
しい進路を考えます。

仕事を考えるセミナー
早稲田の卒業生を中心に、さまざまな業界で活躍する社会人
をゲストにお招きし、仕事内容やそのやりがいなどを聴くこと
で、仕事や働き方を考えます。
※イベントは年度により変更することがあります。
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学内プログラム

学内プログラム一覧
必ず見つかる「成長の場所」 学び  学びを深めたい

世界  世界を知りたい

社会  社会と関わりたい

仲間  仲間をつくりたい

区分 プログラム名 主催箇所 QRコード/MAP 実施期間 参加方法 単位 内容

学
び

WASEDA式アカデミック
リテラシー グローバルエデュケーションセンター F 長期 科目登録 あり 早大生に必須の「アカデミックライティング」「数学」「統計」

「情報」「英語」の５分野を強化できる全学オープン科目です。

全学共通副専攻 グローバルエデュケーションセンター F 長期 科目登録 あり 幅広い領域から29の副専攻を提供。興味のある学問分野を体
系的に学ぶことができ、卒業時には修了証明書も発行されます。

アカデミックライティング
個別指導 ライティング・センター H 単発 事前申込 なし 論文やレポートなどの書き方に行き詰まったときの強い味方です。

日本語と英語の文章に対応でき、専門的な助言が得られます。

他大学提供科目 グローバルエデュケーションセンター F 長期 科目登録 あり 単位互換協定を結んでいる他大学からの提供科目として、美術
系や医学系など特色あふれる科目を履修することができます。

My Vision Program グローバルエデュケーションセンター F 長期 事前申込 なし 「論理的思考力」「問題解決能力」「コミュニケーション能力」
など卒業後に社会で役立つ実践力を養うための講座です。

「体験の言語化」
シリーズ科目

ボランティアセンター（WAVOC） 
グローバルエデュケーションセンター

O
F 長期 科目登録 あり 自らの体験を振りかえり、今後の学生生活の充実につなげて

いく科目です。体験を通じて考えたことを言葉で表現します。

留学準備講座 留学センター C 短期 事前申込 なし 「一日集中講座」や「アカデミック英語講座」など、充実した留
学生活を送るための準備プログラムです。

ICC学生スタッフリーダー 国際コミュニティセンター（ICC） I 長期 公募 なし 異文化交流イベントを自ら企画・運営し、参加学生や関係
者のまとめ役として ICCの活動をリードします。

ものづくり体験 WASEDAものづくり工房 T 短期 /長期 随時 なし ｢アイデア（思考）｣だけに留めず実際に｢カタチ｣にする｢ものづく
り｣が体験できます。充実した設備とスタッフがサポートします。

図書館ボランティアスタッフ 
LIVS

図書館 B 長期 公募 なし 大学図書館の公式ボランティアスタッフとして、学生目線で図
書館サービスの向上やイベント企画・運営に取り組みます。

エクステンションセンター
学生支援講座 エクステンションセンター L 短期 /長期 事前申込 なし 早大生向けに資格取得や進路選択に役立つさまざまな講座

を開講。将来の目標を見据えた学びを深めることができます。

早稲田アスリートプログラム
（WAP） 競技スポーツセンター P 長期 その他 なし 学生アスリートが優れた競技成績を収めるとともに、学業や社

会貢献活動にも打ち込める環境を提供するプログラムです。

学部学生交流制度
（国内交換留学） グローバルエデュケーションセンター F 長期 公募 一部

あり
同志社大学に学部交流学生として国内留学できる制度。履修
した科目の一部は、所属学部で単位認定することも可能です。

学外連携プログラム グローバルエデュケーションセンター F 長期 事前申込 なし 学外機関の知己を活用して学ぶプログラム。専門家による
連続講義「生活の安全を科学する」などを開講しています。

ダイバーシティ・男女共同
参画を学ぶ

男女共同参画推進室
グローバルエデュケーションセンター

K
F 長期 科目登録 2 大学が目指すダイバーシティ・男女共同参画のあり方につい

て学生が基礎的、具体的理解を深めるための授業です。

Social Intelligence（SI）
プログラム レジデンスセンター Q 単発 その他 なし 国際学生寮WISHの寮生を対象に、大学の正課で得た知

識・能力を最大限に活用するための訓練を行います。

Waseda Vision 150 
Student Competition

早稲田大学 - 短期 公募 なし
Waseda Vision 150の実現に向けた学生参加提案コンぺです。こ
れまで培った経験を「主体性」「実行力」「チームで働く力」「課題
発見力」「創造力」といった能力として結実させるのに適しています。

世
界

海外留学プログラム（長期） 留学センター C 長期 公募 一部
あり

半年から１年間、海外の協定大学でじっくり学べる留学プロ
グラム。レベルや目的に応じて自分に合ったものを選べます。

海外留学プログラム（短期） 留学センター C 短期 /長期 公募 一部
あり

1～７週間の短期留学プログラム。短期間なので参加しや
すく、語学研修を中心に多彩な学び方が用意されています。

ランゲージ＆カルチャー・
エクスチェンジ・プログラム 国際コミュニティセンター（ICC） I 長期 事前申込 なし 国籍の異なる学生がペアあるいは３人以上のグループを組

み、お互いの言語や文化を教え合う相互学習プログラムです。

外国語科目 グローバルエデュケーションセンター F 長期 科目登録 あり ドイツ語、フランス語、中国語、朝鮮語だけでなく、アイヌ語、
スワヒリ語、バスク語など20を超える言語を学べます。

ホンネ交流キャンプ 国際コミュニティセンター（ICC） I 短期 事前申込 なし 日本、中国、韓国出身の早大生が、領土・歴史問題を含め、お
互いの国や文化について本音で語り合う２泊３日の合宿です。

グローバル・リーダーシップ・
フェローズ・プログラム 留学センター C 長期 公募 あり 米国名門大学と連携した４年間の少人数制カリキュラム。

今後の国際社会を牽引するリーダーシップを身につけます。

ノーボーダー・キャンプ 国際コミュニティセンター（ICC） I 短期 事前申込 なし スキー・スノーボードを楽しみながら、お互いの本名・国籍・
年齢などを隠したなかでの異文化交流を体験する合宿です。

にほんごペラペラクラブ 国際コミュニティセンター（ICC） I 短期 事前申込 なし 外国人学生が日本語会話を楽しむイベントを日本語を母語とす
る学生がサポート。異文化交流の本質を学ぶことができます。

外国語ランチ 国際コミュニティセンター（ICC） I 単発 当日先着 なし イングリッシュランチ、コリアンランチ、スパニッシュランチな
ど、ランチを食べながら外国語会話を楽しめます。

RA
（レジデント・アシスタント） レジデンスセンター Q 長期 公募 なし 寮生活を送る学生たちの日 の々生活をサポート。世界各地から

集い、多様な価値観をもつ寮生たちとの触れ合いが魅力です。

ICCトーク・セッション 国際コミュニティセンター（ICC） I 単発 当日先着 なし 学内外からの講師によるグローバル・ローカルなテーマの公
開講演会。起業家やパイロットなど多彩なゲストが魅力です。
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区分 プログラム名 主催箇所 QRコード/MAP 実施期間 参加方法 単位 内容

世
界

ICCビジター・セッション 国際コミュニティセンター（ICC） I 単発 事前申込 なし 海外の大学からの訪問学生たちと、カジュアルなトピックや
アカデミックなテーマでディスカッションを行います。

English Chat Club 国際コミュニティセンター（ICC） I 単発 当日先着 なし 英語を母語とする学生がコーディネートするカフェ形式の交
流イベント。気軽に英語を話すチャンスです。

社
会

プロフェッショナルズ・
ワークショップ

早稲田ポータルオフィス
グローバルエデュケーションセンター

G
F 長期 公募 /

科目登録
一部
あり

企業・自治体などが実際に抱える問題について問題解決に取
り組み、解決策を提案する実践型の産学連携プログラムです。

WAVOCスタディツアー ボランティアセンター（WAVOC） O 短期 公募 なし 国内外で実施されているさまざまなボランティアの現場を訪
れ、地域住民と交流を図りながら、社会の課題に向き合います。

災害・復興等支援
ボランティア活動 ボランティアセンター（WAVOC） O 短期 事前申込 なし 東日本大震災や常総市水害など災害に遭った現場を訪れ、地域

住民とともに活動する支援ボランティアを派遣しています。

インターンシップ・プログラム キャリアセンター、
留学センターほか

S
C 短期 公募 一部

あり
事前事後の授業とセットの大学公認プログラムWINのほか、
海外でのインターンシップなども数多く実施しています。

ビジネススタートアップ
セミナー インキュベーション推進室 A 短期 事前申込 なし 起業家などを講師に招き、ビジネスに必要なテーマについて

学べる連続セミナー。交流会での情報交換も活発です。

tsunagaruプログラム 社会連携推進室 E 短期 事前申込 なし さまざまな分野やシーンにおいて、社会で頑張っている人生の
先輩たちの、仕事や生活に触れ、生の声を聞くプログラムです。

キャンパスツアーガイド 広報課 M 長期 公募 なし 早稲田の歴史やキャンパスの見どころを、自らのエピソード
を交えて個性豊かに紹介。早稲田の顔として活躍します。

アウトリーチ・プログラム 国際コミュニティセンター（ICC） I 短期 事前申込 なし 外国人学生と日本人学生がペアを組み、地域の学校の教育
現場を訪れて異文化理解授業を行うプログラムです。

文化推進学生アドバイザー 文化企画課 N 長期 公募 なし 学生が主体となり「早稲田文化」を新たな目線から考察し、
文化推進事業を企画・立案する活動を展開しています。

教員就職支援 教員就職指導室 D 単発 随時 なし 論文・面接指導や模擬授業対策など教員就職をサポート。校
長経験のある教員就職アドバイザーが個別相談にも応じます。

WAVOC公認プロジェクト ボランティアセンター（WAVOC） O 長期 公募 なし 農業・教育などの分野において、学生主体のボランティア活動
をWAVOCが公認。現在は約30のプロジェクトが進行中です。

ワークライフバランスサポート
関連講座・講演会 男女共同参画推進室 K 単発 事前申込 なし 将来のキャリア計画や情報収集のために、両立支援に関わ

る各種講座・講演会を提供しています。

トーク＆
ビジット・プログラム 国際コミュニティセンター（ICC） I 単発 /短期 事前申込 なし さまざまな社会問題をテーマに、頭で考える講義と体で感じ

る現場見学のセットで学べるプログラムです。

アプリケーションコンテスト インキュベーション推進室 A 短期 公募 なし 与えられたテーマに沿って新しいサービス、アプリケーション
を企画・提案するコンテスト。起業家の講演も開催します。

ビジネスプランコンテスト インキュベーション推進室 A 短期 公募 なし 自由な発想でビジネスプランを作成。選出されたプランはコ
ンサルタントの指導を受け、プレゼンテーションに臨みます。

仲
間

こうはいナビ 早稲田ポータルオフィス G 長期 公募 なし 学生主体の新入生応援プロジェクト。科目登録相談や教室
案内、ブログでの情報発信などで新入生をサポートします。

ICCイベントサポーター 国際コミュニティセンター（ICC） I 短期 公募 なし 異文化交流イベントのボランティアとして企画運営をサポー
ト。自分の企画案を持ちこみ、実現することも可能です。

学生留学アドバイザー 留学センター C 長期 公募 なし 留学センターのプログラムで海外へ留学した学生が、自身の
留学体験をふまえた情報を留学希望者向けに発信します。

障がい学生支援活動 障がい学生支援室 J 長期 公募 なし 障がいのある学生の修学を支援するボランティア活動。バリ
アフリーマップの作成や交流会の開催にも関わります。

サークル活動 学生生活課 R 長期 その他 なし 大学公認のサークルはおよそ570。文化系からスポーツ、芸術
系まで早稲田ならではの個性豊かな団体がそろっています。

fumidasuワークショップ 社会連携推進室 E 短期 事前申込 なし 学生生活にモヤモヤを抱える学生同士が集まり、本音で語り合う
ことで、次のステップに一歩を踏み出すきっかけを見つけます。

WASEDAものづくり工房・
利用推進プロジェクト WASEDAものづくり工房 T 長期 公募 なし ものづくり工房の効果的な活用方法を考える学生参加型プロ

ジェクト。工房の利用促進につながる企画を実現しています。

夢中になれることが
見つかるセミナー キャリアセンター S 単発 事前申込 なし 先輩たちが「夢中になれること」を見つけた体験談から、学生

生活の過ごし方を考え、行動を起こすきっかけをつくります。

学生キャリア・アドバイザー キャリアセンター S 長期 公募 なし 就職活動を終えた学生が、自身の体験を後輩たちのために役
立てます。個別相談に応じるほか、就活生応援イベントも実施。

体育祭 学生生活課 R 単発 事前申込 なし フットサル、ソフトボールなど様々な種目を各キャンパスで実施
します。ゼミやサークルなどの友人と気軽に参加できます。

部活動（体育各部） 競技スポーツセンター P 長期 その他 一部
あり

44の体育各部が活動。競技に打ち込むだけでなく、社会性
と豊かな人間性を備えた人格形成を目指しています。

実施期間について
・ 単発：１日完結型のプログラム（関連するテーマを複数回にわたって実施する連続プログラムや同一形式のものを繰り返し実施するプログラムを含む）
・ 短期：数日～数週間にわたる継続参加プログラム
・ 長期：１ヶ月以上にわたる継続参加プログラム
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Access Map

Contact

S キャリアセンター
http://www.waseda.jp/career/

戸山キャンパス 学生会館3階

Tel：03 -3203 -4332　　e-mail：career@list.waseda.jp
開室時間：平　日  9：00～18：00  （相談受付 9：00～ 17：00）
    土曜日  9：00～17：00  （相談受付 9：00～16：00）
※ 授業休止期間中の開室時間は、キャリアセンターホームページで確認してください。

早稲田キャンパス 戸山キャンパス

西早稲田キャンパス

A インキュベーション推進室
http://www.waseda.jp/inst/inc/
早稲田キャンパス 19 -3号館1階

B 図書館
http://www.wul.waseda.ac.jp/index-j.html
早稲田キャンパス 18号館（中央図書館）ほか

C 留学センター
http://www.waseda.jp/inst/cie/
早稲田キャンパス 22号館1階・4階

D 教員就職指導室
http://www.waseda.jp/fedu/tep/students/career
早稲田キャンパス 14号館2階

E 社会連携推進室
http://www.waseda.jp/inst/sr
早稲田キャンパス 大隈会館3階

F グローバルエデュケーションセンター
http://www.waseda.jp/gec/
早稲田キャンパス 7号館1階（早稲田ポータルオフィス）

G 早稲田ポータルオフィス
http://www.waseda.jp/wpo/
早稲田キャンパス 7号館1階

N 文化企画課
http://www.waseda.jp/culture/
早稲田キャンパス 99号館STEP21 5階 

O 平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）
http://www.waseda.jp/wavoc/
早稲田キャンパス 99号館STEP21 2階

P 競技スポーツセンター
http://www.waseda.jp/inst/athletic/
戸山キャンパス 33号館1階

Q レジデンスセンター
http://www.waseda.jp/rlc/
戸山キャンパス 学生会館1階
中野国際コミュニティプラザ2階（分室）

R 学生生活課
http://www.waseda.jp/student/
戸山キャンパス 学生会館1階

T WASEDAものづくり工房
http://www.koubou.sci.waseda.ac.jp/
西早稲田キャンパス 61号館1階

H ライティング・センター
http://www.cie-waseda.jp/awp/jp/wc/
早稲田キャンパス 3号館2階
西早稲田キャンパス 60号館2階（分室）
所沢キャンパス 100号館4階
所沢図書館（分室）
TWInsキャンパス 50号館2階（分室）

I 国際コミュニティセンター（ICC）
http://www.waseda.jp/inst/icc/
早稲田キャンパス 3号館1階

J 障がい学生支援室
http://www.waseda.jp/student/shienshitsu/
早稲田キャンパス 3号館1階
早稲田キャンパス25号館1階

K 男女共同参画推進室
    （ワークライフバランス・サポートセンター）

http://www.waseda.jp/sankaku/
早稲田キャンパス 10号館2階
西早稲田キャンパス 60号館2階

L エクステンションセンター
http://www.ex-waseda.jp/
早稲田キャンパス 23号館1階

M インフォメーションスクエア（広報課運営）
http://www.waseda.jp/top/about/work/campus-tours/
早稲田キャンパス 27号館1階




